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〇
宮
城
県
企
業
局
管
理
規
程
第
六
号

　

企
業
局
処
務
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
管
理
規
程
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

　
　

令
和
二
年
三
月
三
十
一
日

�

宮
城
県
公
営
企
業
管
理
者　
　

櫻　
　

井　
　

雅　
　

之　
　
　

　
　
　
企
業
局
処
務
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
管
理
規
程

　

企
業
局
処
務
規
程
（
昭
和
四
十
九
年
宮
城
県
企
業
局
管
理
規
程
第
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

別
表
第
二
局
長
の
項
第
一
号
ウ
中
「（
企
業
職
給
料
表
㈠
八
級
待
遇
以
上
の
者
に
限
る
。）
の
任
免
」
を
「
及
び
会
計

年
度
任
用
職
員
の
任
免
（
公
営
事
業
課
長
の
専
決
に
係
る
も
の
を
除
く
。）」
に
改
め
、
同
表
公
営
事
業
課
長
の
項
第
一

号
カ
中
「
非
常
勤
職
員
の
」
を
「
非
常
勤
職
員
及
び
会
計
年
度
任
用
職
員
の
」
に
、「
の
任
免
」
を
「
及
び
会
計
年
度

任
用
職
員
（
企
業
職
給
料
表
㈠
五
級
相
当
待
遇
以
下
の
者
に
限
る
。）
の
任
免
」
に
改
め
、
同
号
ヨ
中
「
臨
時
職
員
等
の
」

及
び
「
臨
時
職
員
等
及
び
パ
ー
ト
職
員
の
」
を
「
臨
時
職
員
の
」
に
改
め
る
。

　
　
　
附
　
則

　

こ
の
管
理
規
程
は
、
令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

〇
宮
城
県
企
業
局
管
理
規
程
第
七
号

　

企
業
職
員
給
与
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
管
理
規
程
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

　
　

令
和
二
年
三
月
三
十
一
日

�

宮
城
県
公
営
企
業
管
理
者　
　

櫻　
　

井　
　

雅　
　

之　
　
　

　
　
　
企
業
職
員
給
与
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
管
理
規
程

　

企
業
職
員
給
与
規
程
（
昭
和
四
十
九
年
宮
城
県
企
業
局
管
理
規
程
第
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
一
条
中
「
第
六
条
」
の
下
に
「
、
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
（
令
和
元
年
宮
城

県
条
例
第
四
十
八
号
。
以
下
「
会
計
年
度
任
用
職
員
条
例
」
と
い
う
。）
第
十
四
条
」
を
加
え
る
。

　

第
二
条
第
一
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

　

五�　

会
計
年
度
任
用
職
員
条
例
第
一
条
に
規
定
す
る
会
計
年
度
任
用
職
員（
以
下「
会
計
年
度
任
用
職
員
」と
い
う
。）

に
つ
い
て
は
、
第
一
号
、
第
二
号
又
は
第
三
号
に
規
定
す
る
給
料
表
を
適
用
す
る
。

　

第
三
条
中
「
単
純
労
務
職
員
」
の
下
に
「
又
は
会
計
年
度
任
用
職
員
」
を
加
え
る
。

　
　
　
附
　
則

　

こ
の
管
理
規
程
は
、
令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

〇
宮
城
県
企
業
局
管
理
規
程
第
八
号

　

企
業
局
財
務
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
管
理
規
程
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

　
　

令
和
二
年
三
月
三
十
一
日

�

宮
城
県
公
営
企
業
管
理
者　
　

櫻　
　

井　
　

雅　
　

之　
　
　

　
　
　
企
業
局
財
務
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
管
理
規
程

　

企
業
局
財
務
規
程
（
昭
和
四
十
九
年
宮
城
県
企
業
局
管
理
規
程
第
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
三
十
五
条
第
一
項
中
第
一
号
を
削
り
、
第
二
号
を
第
一
号
と
し
、
第
三
号
か
ら
第
十
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
上

げ
る
。

　

第
七
十
九
条
第
二
号
ニ
を
削
る
。

　

第
百
五
十
九
条
中
「
第
二
百
四
十
三
条
の
二
第
一
項
後
段
」
を
「
第
二
百
四
十
三
条
の
二
の
二
第
一
項
後
段
」
に
改

め
る
。

　

第
百
六
十
条
第
一
項
中
「
第
二
百
四
十
三
条
の
二
」
を
「
第
二
百
四
十
三
条
の
二
の
二
」
に
改
め
る
。

　

別
表
第
一
勘
定
科
目
表
費
用
勘
定
⑴
の
表
中

「

給
料
職
員
の
本
給

�

」
を

「

給
料
職
員

（臨
時
職
員
及
び
会
計
年
度
任
用
職
員
を
含
む
。
以
下
こ

の
表
に
お
い
て
同
じ
。）
の
本
給

�

」
に
、

発　　　　行
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「
法
定
福
利

費
　

賃
金

事
業
主
負
担
の
共
済
組
合
の
負
担
金
、
各
種
保
険
等
の
保
険
料

及
び
公
務
災
害
補
償
費
等

臨
時
職
員
及
び
人
夫
の
賃
金

�

」
を

「

法
定
福
利

費
　

事
業
主
負
担
の
共
済
組
合
の
負
担
金
、
各
種
保
険
等
の
保
険
料

及
び
公
務
災
害
補
償
費
等

�

」
に
、

「

法
定
福
利

費
　

賃
金

�

」
を

「

法
定
福
利

費
　

�

」
に
、

「

報
酬

賃
金

臨
時
又
は
非
常
勤
の
顧
問
、
嘱
託
員
等
に
対
す
る
報
酬

�

」
を

「

報
酬

�

」
に
改
め
、別
表
第
一
勘
定
科
目

「

報
酬

賃
金
�

」

表
費
用
勘
定
⑵
の
表
中

を
「

報
酬
�

」
に
、

「

法
定
福
利

費
　

賃
金
�

」
を
「

法
定
福
利

費
　

�

」
に
改
め
、
別
表
第
一
勘
定
科
目
表
費
用
勘
定
⑶
の
表
中

「

法
定
福
利

費
　

賃
金
�

」

「

報
酬

賃
金

」

を
「

法
定
福
利

費
　

�

」

を
「

報
酬

」

に
、

に
改
め
、別
表
第
一

勘
定
科
目
表
負
債
勘
定
の
表
中
「未

払
賃
金
、

」
を
削
り
、「終

ら
な
い

」
を
「終

わ
ら
な
い

」
に
改
め
る
。

　

別
表
第
二
支
出
負
担
行
為
の
整
理
区
分
（
そ
の
一
）
の
表
賃
金
の
項
を
削
る
。

　

様
式
第
四
十
六
号
中
「平

成

」
を
削
る
。

　

様
式
第
五
十
六
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

様式第56号（その１）

納付票番号
納 付 票 兼 領 収 票 年度

第　　　号

 依頼人

 住所� 　
（フリガナ）

 氏名� 　

納入金額
十億 百万 千 円

納入内容

会 計 名  受取人
（フリガナ）
 会計名

� 宮
ミヤ

城
ギ

県
ケン

公
コウ

営
エイ

企
キギョウ

業管
カン

理
リ

者
シャ

　

口 座 番 号
株式会社七十七銀行県庁支店

普通預金

納 入 場 所 株式会社七十七銀行及び株式会社仙台銀行
本店又は各支店

上記の金額を領収しました。

領収印

上記の金額を納入します。

� 年　　　月　　　日　

　納入者　→　金融機関　→　納入者

� （178×116　印刷ピンク）　
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（その３）

納付票番号
領 収 済 通 知 票 年度

第　　　号

 依頼人

 住所� 　
（フリガナ）

 氏名� 　

納入金額
十億 百万 千 円

納入内容

会 計 名  受取人
（フリガナ）
 会計名

� 宮
ミヤ

城
ギ

県
ケン

公
コウ

営
エイ

企
キギョウ

業管
カン

理
リ

者
シャ

　

口 座 番 号
株式会社七十七銀行県庁支店

普通預金

（款）

（項）

（目）

（節）

上記金額領収済につき通知します。　　　　　　　

宮城県企業出納員殿　　　　

出納取扱金融機関　　

　　　年　　　月　　　日

領収印

　納入者　→　金融機関　→　企業出納員

（その２）

納付票番号
収 納 票 年度

第　　　号

 依頼人

 住所� 　
（フリガナ）

 氏名� 納　

納入金額
十億 百万 千 円

納入内容

会 計 名  受取人
（フリガナ）
 会計名

� 宮
ミヤ

城
ギ

県
ケン

公
コウ

営
エイ

企
キギョウ

業管
カン

理
リ

者
シャ

　

口 座 番 号
株式会社七十七銀行県庁支店

普通預金

（款）

（項）

（目）

（節）

出納取扱金融機関

　　　年　　　月　　　日

県庁支店宛て直
接付替又はテレ
にて送金のこと

領収印

　納入者　→　金融機関
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附
　
則

　

こ
の
管
理
規
程
は
、
令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

〇
宮
城
県
企
業
局
管
理
規
程
第
九
号

　

工
業
用
水
供
給
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
管
理
規
程
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

　
　

令
和
二
年
三
月
三
十
一
日

�

宮
城
県
公
営
企
業
管
理
者　
　

櫻　
　

井　
　

雅　
　

之　
　
　

　
　
　
工
業
用
水
供
給
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
管
理
規
程

　

工
業
用
水
供
給
規
程
（
昭
和
四
十
九
年
宮
城
県
企
業
局
管
理
規
程
第
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
六
条
第
一
項
の
表
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

項　
　
　
　

目

基　
　
　
　
　

準

仙
塩
工
業
用
水
道

仙
台
北
部
工
業
用
水
道

濁

度�

水
素
イ
オ
ン
濃
度

十
度
以
下

㏗
六
・
〇
か
ら
八
・
〇
ま
で

一
度
以
下

㏗
六
・
〇
か
ら
七
・
五
ま
で

　

第
十
二
条
中
第
二
項
を
第
三
項
と
し
、
第
一
項
を
第
二
項
と
し
、
第
一
項
と
し
て
次
の
一
項
を
加
え
る
。

　
　

基
本
水
量
は
、
原
則
と
し
て
減
量
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

　

第
十
五
条
第
一
項
第
二
号
中
「
、
賃
金
」
を
削
る
。

　
　
　
附
　
則

　

（
施
行
期
日
）

１　

こ
の
管
理
規
程
は
、
令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　

（
経
過
措
置
）

２�　

給
水
開
始
日
が
令
和
二
年
三
月
三
十
一
日
以
前
で
あ
る
使
用
者
の
基
本
水
量
の
減
量
に
つ
い
て
は
、
第
十
二
条
第

一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

〇
宮
城
県
企
業
局
管
理
規
程
第
十
号

　

企
業
局
固
定
資
産
等
管
理
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
管
理
規
程
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

　
　

令
和
二
年
三
月
三
十
一
日

�

宮
城
県
公
営
企
業
管
理
者　
　

櫻　
　

井　
　

雅　
　

之　
　
　

　
　
　
企
業
局
固
定
資
産
等
管
理
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
管
理
規
程

　

企
業
局
固
定
資
産
等
管
理
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
管
理
規
程
（
昭
和
六
十
三
年
宮
城
県
企
業
局
管
理
規
程
第
四

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
三
十
条
第
一
項
中
「
保
証
人
」
を
「
連
帯
保
証
人
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

３�　

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
連
帯
保
証
人
を
立
て
さ
せ
る
場
合
は
、
相
当
の
資
力
又
は
信
用
の
あ
る
者
を
連
帯
保
証
人

と
し
て
貸
付
契
約
書
に
連
署
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
個
人
が
連
帯
保
証
人
と
な
る
と
き

は
、
当
該
連
帯
保
証
人
が
保
証
す
る
極
度
額
を
貸
付
契
約
書
に
記
載
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

第
三
十
条
第
四
項
に
後
段
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

　
　

こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
前
項
の
規
定
を
準
用
す
る
。

　

第
三
十
条
中
第
四
項
を
第
五
項
と
し
、
第
三
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

４�　

借
受
者
が
借
り
受
け
る
普
通
財
産
の
全
部
又
は
一
部
を
事
業
の
た
め
に
使
用
す
る
貸
付
契
約
に
お
い
て
、
個
人
が

連
帯
保
証
人
と
な
る
と
き
は
、
当
該
貸
付
契
約
に
先
立
ち
、
借
受
者
は
、
連
帯
保
証
人
に
対
し
、
次
に
掲
げ
る
事
項

に
関
す
る
情
報
を
提
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

一　

財
産
及
び
収
支
の
状
況

　

二　

当
該
貸
付
契
約
に
基
づ
く
債
務
以
外
に
負
担
し
て
い
る
債
務
の
有
無
並
び
に
そ
の
額
及
び
履
行
状
況

　

三�　

当
該
貸
付
契
約
に
基
づ
く
債
務
の
担
保
と
し
て
他
に
提
供
し
、
又
は
提
供
し
よ
う
と
す
る
も
の
が
あ
る
と
き

は
、
そ
の
旨
及
び
そ
の
内
容

　

第
五
十
一
条
第
一
項
中
「
提
供
さ
せ
」
の
下
に
「
、
及
び
連
帯
保
証
人
を
立
て
さ
せ
」
を
加
え
、
同
条
中
第
二
項
を

第
四
項
と
し
、
第
一
項
の
次
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

２�　

前
項
の
規
定
に
よ
り
連
帯
保
証
人
を
立
て
さ
せ
る
場
合
は
、
相
当
の
資
力
又
は
信
用
の
あ
る
者
を
連
帯
保
証
人
と

し
て
売
買
契
約
書
に
連
署
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３�　

延
納
の
特
約
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
売
買
代
金
等
に
係
る
資
産
の
全
部
又
は
一
部
を
事
業
の
た
め
に
使
用
す
る

場
合
で
あ
つ
て
、
個
人
が
連
帯
保
証
人
と
な
る
場
合
は
、
連
帯
保
証
人
に
対
し
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
関
す
る
情
報

を
提
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

一　

財
産
及
び
収
支
の
状
況

　

二�　

当
該
延
納
の
特
約
に
係
る
契
約
に
基
づ
く
債
務
以
外
に
負
担
し
て
い
る
債
務
の
有
無
並
び
に
そ
の
額
及
び
履
行

状
況

　

三　

当
該
延
納
の
特
約
に
係
る
契
約
に
基
づ
く
債
務
の
担
保
と
し
て
他
に
提
供
し
、
又
は
提
供
し
よ
う
と
す
る
も
の

　
　

が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
旨
及
び
そ
の
内
容

　

様
式
第
十
二
号
備
考
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

　
備
考

　
　
１　

連
帯
保
証
人
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
は
，
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
⑴

�

　
新
連
帯
保
証
人
が
個
人
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
，
新
連
帯
保
証
人
の
住
民
票
の
抄
本
及
び
印
鑑
登
録
証

明
書

　
　
　
⑵

�

　
新
連
帯
保
証
人
が
法
人
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
，
新
連
帯
保
証
人
の
登
記
事
項
証
明
書
，
定
款
又
は
寄



（5）　令和２年３月31日　火曜日 号外第17号宮　　城　　県　　公　　報
附
行
為
の
写
し
及
び
印
鑑
登
録
証
明
書

　
　
　
⑶　
新
連
帯
保
証
人
が
暴
力
団
等
に
該
当
し
な
い
旨
の
誓
約
書

　
　
２　

新
連
帯
保
証
人
が
日
本
国
籍
を
有
し
な
い
場
合
に
は
，
印
鑑
登
録
証
明
書
の
添
付
は
，
不
要
で
す
。

　
　
３

�

　
借
受
財
産
の
全
部
又
は
一
部
を
事
業
の
た
め
に
使
用
す
る
場
合
で
，
新
連
帯
保
証
人
が
個
人
で
あ
る
場
合
に

お
い
て
は
，
別
紙
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

様
式
第
十
二
号
に
別
紙
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

別
紙　
借
受
人
は
，
連
帯
保
証
人
に
対
し
て
保
証
委
託
を
す
る
に
先
立
ち
，
民
法
第
465条

の
10第
１
項
各
号
に
基
づ
き

下
記
１
か
ら
３
ま
で
の
情
報
の
提
供
を
行
い
，
連
帯
保
証
人
は
，
当
該
情
報
に
つ
い
て
提
供
を
受
け
，
理
解
し
た
こ

と
を
確
認
す
る
。

１
　
借
受
人
の
財
産
及
び
収
支
の
状
況

２
�　
借
受
人
が
貸
付
契
約
に
基
づ
く
債
務
（
主
債
務
）
以
外
に
負
担
し
て
い
る
債
務
の
有
無
並
び
に
そ
の
額
及
び
履

行
状
況

　
⑴
　
貸
付
契
約
に
基
づ
く
債
務
（
主
債
務
）
以
外
に
負
担
し
て
い
る
債
務
の
有
無

　
⑵
　
⑴
が
有
の
場
合
，
そ
の
金
額
（
必
要
に
応
じ
て
，
資
金
使
途
，
金
利
，
履
行
条
件
等
）

　
⑶
　
⑴
が
有
の
場
合
，
履
行
状
況
（
遅
延
の
有
無
，
遅
延
履
歴
及
び
期
限
の
利
益
喪
失
の
有
無
）

３
�　
借
受
人
が
貸
付
契
約
に
基
づ
く
債
務
（
主
債
務
）
の
担
保
と
し
て
他
に
提
供
し
，
又
は
提
供
し
よ
う
と
す
る
も

の
が
あ
る
と
き
は
，
そ
の
旨
及
び
そ
の
内
容

　
⑴
�　
貸
付
契
約
に
基
づ
く
債
務
（
主
債
務
）
の
担
保
と
し
て
他
に
提
供
し
，
又
は
提
供
し
よ
う
と
す
る
も
の
の
有

無
　
⑵
　
⑴
が
有
の
場
合
，
そ
の
内
容

　
宮
城
県
公
営
企
業
管
理
者
　
　
殿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
年
　
　
 月
 　
　
日

　
　
　
　
　
　
借
受
人
　
　
　
　
住
所
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
氏
名
�

印
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
年
　
　
 月
 　
　
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
連
帯
保
証
人
　
　
住
所
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
氏
名
�

印
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様
式
第
二
十
三
号
備
考
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

　
備
考

　
　
１　

買
受
人
及
び
連
帯
保
証
人
の
印
に
つ
い
て
は
，
印
鑑
証
明
書
を
添
付
す
る
こ
と
。

　
　
２

�

　
売
買

（交
換

）物
件
の
全
部
又
は
一
部
を
事
業
の
た
め
に
使
用
す
る
場
合
で
，
連
帯
保
証
人
が
個
人
で
あ
る

場
合
は
，
別
紙
を
添
付
す
る
こ
と
。

　

様
式
第
二
十
三
号
に
別
紙
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

別
紙　
買
受
人
は
，
連
帯
保
証
人
に
対
し
て
保
証
委
託
を
す
る
に
先
立
ち
，
民
法
第
465条

の
10第
１
項
各
号
に
基
づ
き

下
記
１
か
ら
３
ま
で
の
情
報
の
提
供
を
行
い
，
連
帯
保
証
人
は
，
当
該
情
報
に
つ
い
て
提
供
を
受
け
，
理
解
し
た
こ

と
を
確
認
す
る
。

１
　
買
受
人
の
財
産
及
び
収
支
の
状
況

２
�　
買
受
人
が
売
買
等
の
契
約
に
基
づ
く
債
務
（
主
債
務
）
以
外
に
負
担
し
て
い
る
債
務
の
有
無
並
び
に
そ
の
額
及

び
履
行
状
況

　
⑴
　
売
買
等
の
契
約
に
基
づ
く
債
務
（
主
債
務
）
以
外
に
負
担
し
て
い
る
債
務
の
有
無

　
⑵
　
⑴
が
有
の
場
合
，
そ
の
金
額
（
必
要
に
応
じ
て
，
資
金
使
途
，
金
利
，
履
行
条
件
等
）

　
⑶
　
⑴
が
有
の
場
合
，
履
行
状
況
（
遅
延
の
有
無
，
遅
延
履
歴
及
び
期
限
の
利
益
喪
失
の
有
無
）

３
�　
買
受
人
が
売
買
等
の
契
約
に
基
づ
く
債
務
（
主
債
務
）
の
担
保
と
し
て
他
に
提
供
し
，
又
は
提
供
し
よ
う
と
す

る
も
の
が
あ
る
と
き
は
，
そ
の
旨
及
び
そ
の
内
容

　
⑴
�　
売
買
等
の
契
約
に
基
づ
く
債
務
（
主
債
務
）
の
担
保
と
し
て
他
に
提
供
し
，
又
は
提
供
し
よ
う
と
す
る
も
の

の
有
無

　
⑵
　
⑴
が
有
の
場
合
，
そ
の
内
容

　
宮
城
県
公
営
企
業
管
理
者
　
　
殿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
年
　
　
 月
 　
　
日

　
　
　
　
　
　
借
受
人
　
　
　
　
住
所
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
氏
名
�

印
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
年
　
　
 月
 　
　
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
連
帯
保
証
人
　
　
住
所
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
氏
名
�

印
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附
　
則

　

こ
の
管
理
規
程
は
、
令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。


